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2023 年 7 月 31 日 

株式会社ＦＪネクストホールディングス 

⾸都圏の単⾝⽣活者 『⽣活事情』アンケート第 16 弾 

 ひとり暮らしの「防災・防犯意識」アンケート 
防災編：関心の高い災害トップ３は「地震」、「台風」、「大雨・洪水」 

防犯編：物件選び、“家賃重視派”が６割を超えるも、 
20 代は“セキュリティ重視派”が 4 割強 

～“理想のマンション管理人”は「吉田沙保里」さん～ 

 

関東⼤震災から 100 年となる今年、⽇本各地で地震や⼤⾬などの⾃然災害が頻発しています。
また、最近では「闇バイト」を介した犯罪をはじめ、治安⾯での不安も⾼まっています。このよう
な状況の中、ひとり暮らしの⼈たちは、「防災」「防犯」について⽇頃どのような意識を持ち、備
え、⾏動しているのでしょうか。 

株式会社 FJ ネクストホールディングス（本社︓東京都新宿区、代表取締役社⻑︓永井敦）は、⾸
都圏在住の 20 代・30 代の単⾝⽣活者を対象に、防災や防犯（セキュリティ）に対する意識をテー
マにしたアンケートを実施しました。以下は、その集計・分析結果です。項⽬によっては、当社が
2017 年に実施した「ひとり住まいの安⼼・安全意識」アンケート（※）の結果と⽐較分析しました。 

※ https://www.fjnext-hd.co.jp/ss/2017/11/pr_20171128.pdf 

【調 査 概 要】  
◆ 調査期間︓2023 年 6 ⽉ 22 ⽇〜23 ⽇ 
◆ 調査⽅法︓インターネットによる調査 
      （インターネット調査会社を通じてサンプリング・集計） 
◆ 調査対象︓⾸都圏※在住 独⾝・ひとり暮らしの 20 代〜30 代 男⼥ 400 ⼈ 

※1 都 3 県（東京都、埼⽟県、千葉県、神奈川県） 
【調査対象】 

人 20 代 30 代 合計（％） 
男 性 100 100 200（50.0） 
女 性 100 100 200（50.0） 
合  計 
（％） 

200 
（50.0） 

200 
（50.0） 

400 
（100.0） 

（回答者の職業等） 
 会社員 

正規・非正規 

問わず 

公務員 
 

専門家 
医師・弁護士・ 

会計士など 
自営業 自由業 

パート・ 

アルバイト 
学生 その他 

人 
(％) 

285 
(71.4) 

17 
(4.3) 

19 
(4.8) 

7 
(1.7) 

3 
(0.7) 

35 
(8.8) 

23 
(5.8) 

11 
(2.7) 

（回答者の居住地） 
 東京都 埼玉県 千葉県 神奈川県 

人 
(％) 

231 
(57.8) 

48 
(12.0) 

39 
(9.8) 

82 
(20.5) 

 

 この件に関するお問い合わせは、下記までお願いします。 
㈱FJ ネクストホールディングス 経営戦略室  担当︓松尾 TEL 03-6733-7711 
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＜ 要 約 ＞ 

 

＜質問１＞ あなたが今、関心の高い自然災害は何ですか。（複数回答） 

◆関心の高い災害トップ３は「地震」「台風」「大雨・洪水」 

＜質問２＞ あなたが防災対策として行っていることは何ですか。（複数回答） 

◆半数近くが何も対策せず。一方、「食料品の備蓄」「飲料水の備蓄」が基本 

＜質問３＞ 日常用でなく防災用として備えているものは何ですか。（複数回答） 

◆トップ３は「懐中電灯」「マスク」「充電器」。一方、半数近くが“備えていない” 

＜質問４＞ 在宅中に「緊急地震速報」を受信した際、最初にどのように行動しますか。 

◆「そのままじっとしている」「スマホでニュースを調べる」など“冷静派” 

が上位。定番の「机の下にもぐる」など“行動派”は少数 

 

 

 

＜質問５＞ お部屋選びで、部屋仕様や立地条件が同等な場合、あなたはセキュリ 

ティと家賃のどちらを重視しますか。 

◆“家賃重視派”が６割を超えるも、 

20 代は“セキュリティ重視派”が４割強 

＜質問６＞ 部屋のセキュリティ設備でこれだけは欠かせないと考えるものは何ですか。 

◆トップ 3は、「モニター付インターホン」「オートロック」「ドアチェーン」 

＜質問７＞ あなたは最寄りの交番の場所を把握していますか。 

◆７割が交番の場所を「把握している」 

＜質問８＞ 居住建物内で他の入居者と会ったときに挨拶していますか。（複数回答） 

◆入居者と会ったとき“挨拶する”は約６割、 

防災・防犯対策に大切な“地域のコミュニケーション”は万全？ 

＜質問９＞ 防災・防犯の観点から、マンションの管理人になってほしい有名人は誰で

すか。 

◆“理想のマンション管理人”１位は「吉田沙保里」さん 

  

■防犯編〔6P～9P〕 

■防災編 〔3P～5P〕 
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■ 防 災 編  
 

＜質問１＞ あなたが今、関心の高い自然災害は何ですか。 ３つ以内でお選びください。 

  （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 関心の高い災害トップ３は「地震」「台風」「大雨・洪水」 

「地震」が 77.5％で圧倒的トップでした。関東大震災から 100 年となる今年、日本各地で大きな地震が頻発

していることを反映した結果といえます。次いで「台風」（59.8％）、「大雨・洪水」（42.0％）の順でした。この上位３

つが日本の３大災害といえそうです。 

年代別では、やや差が見られました。30 代は上位３項目（「地震」、「台風」、「大雨・洪水」）の割合が 20 代よ

り高く、一方 20 代は「津波」、「土砂災害」の割合が 30 代より高いことがわかります。 

 

 

＜質問２＞ あなたが防災対策として行っていることは何ですか。（複数回答） 

（％：〇内数字は順位） 

 

位 （％） 全 体 男性 女性 20 代 30 代 

１ 地 震 77.5 75.5 79.5 72.5 82.5 

２ 台 風 59.8 64.5 55.0 55.0 64.5 

３ 大雨・洪水 42.0 44.5 39.5 40.0 44.0 

４ 津 波 12.3 13.0 11.5 15.5 9.0 

５ 
土砂災害 8.0 7.5 8.5 11.0 5.0 

落 雷 8.0 7.5 8.5 9.5 6.5 

７ 噴 火 5.5 6.0 5.0 5.5 5.5 

８ 竜 巻 2.5 2.5 2.5 4.0 1.0 

９ その他 2.0 2.5 1.5 2.0 2.0 

位 （％） 全 体 男性 女性 20 代 30 代 
2017 年 
全体 

１ 食料品の備蓄 34.8 37.0① 32.5① 33.5① 36.0② 29.8② 

２ 飲料水の備蓄 32.3 33.5② 31.0② 27.5② 37.0① 34.0① 

３ 非常用持ち出し袋の用意 16.5 15.5③ 17.5③ 12.5 20.5③ 15.3 

４ ハザードマップの確認 15.5 15.0 16.0 13.5③ 17.5 － 

５ 家具などの転倒防止 11.5 11.0 12.0 11.0 12.0 9.3 

６ 避難場所・経路の確認 10.3 10.0 10.5 12.0 8.5 17.0③ 

７ 各種災害情報の
通知サービスに登録  3.8 4.0 3.5 4.5 3.0 － 

８ 地域の防災訓練に参加する  1.8 1.0 2.5 3.0 0.5 1.3 

９ その他  0.3 0.5 0.0 0.0 0.5 0.3 

－ 特にしていない 48.3 49.5 47.0 49.0 47.5 44.8 
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◆ 半数近くが何も対策せず。一方、「食料品の備蓄」「飲料水の備蓄」が基本 

「地震」「台風」などの関心が高いにも関わらず、半数近い人（48.3％）が防災対策を「特にしていない」という結

果でした。前回調査（2017 年）の 44.8％と比べて増加しており、防災意識の低下が危惧されます。 

一方、防災対策を行っている内容については、「食料品の備蓄」（34.8％）と「飲料水の備蓄」（32.3％）の実行

率が高いことがわかります。前回調査と１位、２位が入れ替わりましたが、いずれにせよ“水と食べ物の備蓄”が防災

対策の基本のようです。 

前回調査で３位だった「避難場所・経路の確認」は６位に後退（17.0％→10.3％）し、「非常用持ち出し袋の

用意」（15.3％→16.5％）が３位に上昇しました。 

また、今回新たに選択肢に入れた「ハザードマップの確認」（15.5％）が４位となりました。ハザードマップは、スマホ

やパソコンで簡単に閲覧できることが上位にランクインした要因かもしれません。 

年代別では、30 代は１位から５位の各項目の数字が 20 代に比べ高く、防災の備えに対する意識が高いことが

わかります。 

 

 

＜質問３＞ 日常用でなく防災用として備えているものは何ですか。（複数回答） 

■TOP10                        （％：〇内数字は順位） 

◆ トップ 3 は「懐中電灯」「マスク」「充電器」 

一方、半数近くが“備えていない” 

防災用として備えているモノを聞いてみたところ、最も多かったのは「懐中電灯」（32.8％）でした。災害時には、ま

ず“明かり”の確保を第一と考える人が多いようです。次いで、２位「マスク」（23.3％）、３位「充電器」（19.3％）の

順でした。「充電器」は、多くの人がスマホなど携帯端末を持つ時代の必須アイテムとなっているようです。 

男女別では、男性は「充電器」、「ラジオ」、「ランタン」といったハードなモノの割合が女性より高く、女性は「マス

ク」、「医薬・医療品」、「携帯用（簡易）トイレ」といったソフトなモノの割合が高くなっています。 

一方、「備えているものはない」という人は 48.8％で前回調査（2017 年）の 42.8％から 6 ポイント増加しました。 

位 （％） 全 体 男性 女性 20 代 30 代 
2017 年 
全体 

１ 懐中電灯 32.8  32.0① 33.5① 32.5① 33.0① 42.8① 

２ マスク 23.3  20.0③ 26.5② 22.5② 24.0②  25.5② 

３ 充電器 19.3  22.5② 16.0 18.0③ 20.5③ ― 

４ 乾電池 17.5  17.5 17.5③ 15.5 19.5 17.3 

５ 軍手 13.8  13.0 14.5 11.5 16.0  18.3③ 

６ ラジオ 13.3  15.0 11.5 10.5 16.0 11.3 

７ 医薬・医療品 12.8  8.5 17.0 11.0 14.5 16.3 

８ 携帯用(簡易)トイレ 12.0  9.0 15.0 12.0 12.0 6.0 

９ ランタン 8.3  10.0 6.5 7.0 9.5 ― 

10 
ローソク 7.3  9.0 5.5 5.5 9.0 7.0 

カセットコンロ 7.3  8.5 6.0 7.0 7.5 4.5 

－ 備えているものは「ない」 48.8 49.5 48.0 48.0 49.5 42.8 
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＜質問４＞ 在宅中に「緊急地震速報」を受信した際、最初にあなたはどのように行動

しますか。下記からひとつお選びください。 

（％：〇内数字は順位） 

 

◆ 「そのままじっとしている」「スマホでニュースを調べる」など“冷静派”が上位 

     定番の「机の下にもぐる」など“行動派”は少数 

   

突然の緊急地震速報に、慌てふためいた人は多いのではないでしょうか。 

実際にどのような行動を最初に取るのかを聞いたところ、１位「そのままじっとしている」（25.5％）、２位「スマホでニ

ュースを調べる」（24.5％）、３位「テレビをつける」（16.8％）となりました。特に、１位と２位は拮抗しており、まずは落

ち着いた行動をとる“冷静派”が上位を占めました。 

また、揺れで建物が歪みドアが開かなくなるケースが周知されてきたせいか、「玄関ドアを開ける」（11.3％）が４位

となりました。一方、定番の「机の下にもぐる」という人は１割未満（9.8％）、「外に逃げる」も 7.0％と、“行動派”は

少数であることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位 （％） 全 体 男性 女性 20 代 30 代 

１ そのままじっとしている 25.5 24.0② 27.0① 22.5② 28.5① 

２ スマホでニュースを調べる 24.5 24.5① 24.5② 24.5① 24.5② 

３ テレビをつける 16.8 18.0③ 15.5③ 16.0③ 17.5③ 

４ 玄関ドアを開ける 11.3 11.0 11.5 12.0 10.5 

５ 机の下にもぐる 9.8 11.5 8.0 11.5 8.0 

６ 外に逃げる 7.0 6.0 8.0 7.5 6.5 

７ 家具などを押さえる 4.5 4.5 4.5 5.0 4.0 

８ その他 0.8 0.5 1.0 1.0 0.5 
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■ 防犯編  
 

＜質問５＞ お部屋選びで、部屋仕様や立地条件が同等な場合、あなたはセキュリティ 

と家賃のどちらを重視しますか。 

 

◆“家賃重視派”が 6 割を超えるも、20 代は“セキュリティ重視派”が 4 割強 

 

部屋を決める際に、家賃とセキュリティのどちらを重視するかを聞いてみました。全体では、「どちらかといえば家賃

重視」（35.8％）が最も多く、次いで「家賃重視」（27.5％）でした。これら２つを合わせた“家賃重視派”は 6 割強

（63.3％）で、“セキュリティ重視派”（36.8％）を上回りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.5 

17.5 

15.0 

16.0 

15.5 

18.5 

24.0 

23.0 

19.5 

21.3 

38.0 

33.5 

35.5 

36.0 

35.8 

30.0 

25.0 

26.5 

28.5 

27.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30代

20代

女性

男性

全体

セキュリティ重視 どちらかと言えばセキュリティ重視

どちらかと言えば家賃重視 家賃重視

 

14.0 

12.5 

13.3 

18.5 

14.0 

16.3 

42.0 

50.5 

46.3 

25.5 

23.0 

24.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30代

20代

全体

＜前回調査（2017年）＞

セキュリティ重視

どちらかと言えばセキュリティ重視

どちらかと言えば家賃重視

家賃重視

一方、前回調査（2017 年）との比較では、“セキュ 

リティ重視派”が 29.6％から 36.8％と約 7 ポイント割 

合が上昇しました。昨今、強盗や発砲事件が多発す 

るなど、治安の面で不安を感じるケースが多くなったこ 

とが要因かもしれません。 

年代別では、特に 20 代のセキュリティ意識は高いよう

で、“セキュリティ重視派”が 41.5％と、30 代の 32.0％

より 10 ポイント近く高くなっています。収入の面から言え

ば、若い 20 代の方が家賃を重視する人が多いと思わ

れますが、結果は逆でした。 

 ちなみに、前回調査（2017 年）では“セキュリティ重視

派”は 30 代の方が多かったので、20 代のセキュリティ意

識はこの数年で高まったといえます。 
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＜質問６＞ 部屋のセキュリティ設備で、これだけは欠かせないと考えるものは何です

か。（複数回答） 
（％：〇内数字は順位） 

位 （％） 全体 男性 女性 20 代 30 代 
2017 年 
全体 

１ モニター付インターホン 53.0 53.5① 52.5① 50.0① 56.0① 55.5① 

２ オートロック 45.5 41.0② 50.0② 44.0② 47.0② 46.5③ 

３ ドアチェーン 31.5 28.5③ 34.5③ 29.0③ 34.0③ 47.3② 

４ ドアスコープ 21.3 20.0 22.5 18.5 24.0 29.0 

５ ２重ロック玄関ドア 19.5 19.5 19.5 18.5 20.5 22.0 

６ 防犯ガラスサッシ 10.5 10.0 11.0 10.5 10.5 10.5 

７ カードキーロック 4.3 4.0 4.5 4.0 4.5 3.8 

８ その他 1.5 2.5 0.5 1.0 2.0 1.0 

◆トップ 3 は、「モニター付インターホン」「オートロック」「ドアチェーン」 

ひとり暮らしの部屋に欠かせないセキュリティ設備のトップ３は「モニター付インターホン」（53.0％）、「オートロック」

（45.5％）、「ドアチェーン」（31.5％）でした。4 位は「ドアスコープ」（21.3％）で、“訪問者の顔”を確認できる設備が

上位にランクインしています。 

男女別では、女性の「オートロック」、「ドアチェーン」の割合の高さが目立ちます。 

 

 

 

＜質問７＞ あなたは最寄りの交番の場所を把握していますか。 

◆7 割が交番の場所を「把握している」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72.3 

73.0 

67.0 

66.0 

74.0 

70.0 

27.8 

27.0 

33.0 

34.0 

26.0 

30.0 

2017年
全体

30代

20代

女性

男性

全体

0% 50% 100%

把握している 把握していない

駅のバスターミナルや広場など、人が集まる場所

で目にする交番ですが、全体では最寄りの交番の

場所を「把握している人」は 7 割（70.0％）でした。

その割合は、前回調査（2017 年）と大きな変化は

みられませんでした。 

 

男女別では、女性より男性、年代別では 20 代

より 30 代の方が「把握している」人が多いことがわ

かります。 

何かあったときに助けになるのが近くの交番です。

「把握していない」人は早めの確認をお願いしたい

ものです。 
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＜質問８＞ 居住している建物内で他の入居者と会ったときに挨拶していますか。 

 

 

 

◆ 入居者と会ったとき“挨拶する”は約６割、 

防災・防犯対策に大切な“地域のコミュニケーション”は万全？ 

 

廊下やエントランス、エレベーターなど建物内で他の入居者と顔を合わせた場合、“挨拶する”人（「必ずする」＋

「する場合が多い」）は約 6 割（58.0％）で、“挨拶しない”人（「しない場合が多い」＋「しない」＝42.1％）を上回り

ました。 

ご近所とのコミュニケーションが希薄となった昨今ですが、防災・防犯対策には“地域のコミュニケーション”が大切と

言われている中、“挨拶する”人が意外に多いことがわかりました。 

ちなみに、前回調査（2017 年）では“挨拶する”人は約 6 割（58.3％）で、ほぼ変化はみられませんでした。 

男女別では、「全くしない」は女性 21.5％に対して男性 16.0％、20 代 22.0％に対し 30 代 15.5％となってお

り、女性と 20 代で挨拶を「全くしない」人が多いようです。 
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＜質問９＞ 防災・防犯の観点から、マンションの管理人になってほしい有名人 

は誰ですか。                                ※敬称略 

 

■TOP10 

                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆“理想のマンション管理人”１位は「吉田沙保里」さん 

１位は、元レスリング選手の「吉田沙保里」さん(25 票)でした。世界大会 16 連覇の実力は、いてくれるだけで何

かと安心です。また、気さくで快活なキャラクターは、何でも相談に乗ってくれそうな面も持ち合わせています。 

２位は「松岡修造」さん(7 票)、3 位は大リーグ・エンゼルスの「大谷翔平」選手（6 票）と、アスリート系が上位を独

占しました。 

4 位から 10 位では、アスリート系だけでなく、タレント、俳優、お笑い芸人など様々なジャンルの人がランクインして

います。 

 

以上 

 

 

 

 

 
 

 

順位 氏 名 （肩 書） 票数 

１ 吉田沙保里（元 レスリング選手） ２５ 

２ 松岡修造（スポーツ解説者） ７ 

３ 大谷翔平（メジャーリーガー） ６ 

４ 

マツコ・デラックス（タレント、コラムニスト） 

５ 天海祐希（俳優） 

鈴木亮平（俳優） 

７ 

阿部寛（俳優） 

４ 梅沢富美男（俳優、歌手） 

武井壮（タレント） 

１０ 
室伏広治（スポーツ庁長官） 

３ 
明石家さんま（お笑いタレント） 

◆「株式会社ＦＪネクストホールディングス」 （プライム市場：8935） 

事業内容：グループ会社の経営管理、不動産特定共同事業、不動産の企画開発、売買 
創 業：1980 年 7 月 
 
「都市住空間への挑戦と創造を通して、豊かな社会づくりに貢献していく。」を企業理念に、

首都圏にて『ガーラマンションシリーズ』を展開しています。社会の一線で活躍する首都圏の単
身者の生活を支えるインフラとして、また、安定した収益を不動産に求める方への資産運用商
品として、地域や社会と一体となり、都市住空間の創造に取り組んでいます。 


